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1 動機（経緯） 
農業者・組合員の多様なニーズに対し的確に応え、出向く体制と統括支店を核とした取組

みの強化を行いました。また事業間連携の取組みを行いました。 

2 概要 

1 出向く農業融資体制の構築 

(1)メイン強化先、新規就農者への対策を行います。（ＪＡバンク利子補給や新規就農応援

事業の周知） 

(2)農業融資専門員と農業融資専門員を中心としたメイン強化先への全戸訪問を実施しま

す。（年 2回、7 月と 12月） 

(3)資金ニーズの掘り起こしと資金対応を徹底します。 

2 農業者ニーズに対応するための体制構築 

(1)県、市町村と連携し、補助残融資での取組みを強化や日本政策公庫との連携による経

営改善農家への負債整理資金の取組みを行います。 

(2)農業融資の対応力を強化します。 

(3)人材育成を強化します。 

3 農業生産基盤維持に向けた取組み 

(1)経営改善支援対策を行います。 

(2)新規就農者対策を行います。 

(3)農地対策を行います。 

3 成果（効果） 

農業者への訪問活動時にＪＡバンク利子補給事業や新規就農応援事業の周知を徹底、資金

ニーズを把握のうえ資金対応をにつなげることが出来ました。また行政と連携をとること

で補助事業に係る資金需要に対し、資金対応することが出来ました。 

4 今後の予定 

今後も県、市町村との連携の強化を行い、農業者の資金対応に努めて参ります。また拠点

店舗（4店舗）に農業融資相談員を集約し、農業者の身近な相談者として地域に密着した

活動を行い、資金ニーズの掘り起こしを行ってまいります。 

 


